
日時：平成３１年２月２３日（土） 午前９時３０分～１２時 

集合・解散場所：綾瀬駅西出口 

 

第９５回 文化財めぐり 

本日のルート 
 

【集合】綾瀬駅西出口 

①下山国鉄総裁追憶碑⇒②旧小菅御殿石灯籠⇒③水門クラブ(地域開放施設)⇒ 

④小菅銭座跡⇒⑤正覚寺⇒⑥水戸橋・八幡社跡⇒ 

【解散】綾瀬駅西出口 

貞林院 



小菅村 

 「小菅」の地名が歴史上現れるのは比較的新しく、江戸時代になってからです。それま
では、隣接する千葉袋（のちの上千葉・下千葉両村）に含まれていました。 
 実際に史料上に地名が見られるのは、正保元年（１６４４）に幕府が作成を命じた『正保
国絵図』と、それに付随する『武蔵田園簿』と呼ばれる郷帳です。同郷帳では「伊奈半十
郎御代官所 高三百八拾五石六斗九合」と記載が見られます。 
 なお、この郷帳では、戦国時代の永禄2年(1559)に作成された『小田原衆所領役帳』
で16ヵ村であった葛飾区域の村々が、江戸時代初期の開墾事業により分村独立し、30ヵ
町村に増加した様子がうかがえます。小菅周辺の、小谷野や宝木塚の村名もこの時が初
見となります。                                     
 小菅は江戸時代を通して武蔵国葛飾郡西葛西領本田筋に属し、幕府直轄地である天
領として支配を受けていました。 
 江戸時代初期の寛永元年（1624）、には関東代官伊奈忠治が小菅にある綾瀬川沿い
の10万坪ほどの御囲地（下屋敷）を家光から拝領します。その後、伊奈家の下屋敷は将
軍家の鷹狩りの際に御膳所として利用されました。元文元年（1736）には8代将軍吉宗
が同屋敷内に御殿を造営、小菅御殿と称されます。御殿は寛保２年（1742）に失火で焼
失しますが翌年再建されました。 
 寛政４年（1792）に伊奈氏が家事取締不行届により領地を没収されると、屋敷地は
「小菅御囲内」と言う幕府所有地となり、御殿も取り払われます。 
 跡地には、文化4年（1807）に幕府籾御蔵が、ついで天保3年（1832）には江戸町会
所の籾蔵が建築されます。さらに、万延元年（１８６０）には小菅銭座が設置され、鉄銭を鋳
造していました。 
 明治時代に入り、明治2年(1869)に小菅県が設置されると小菅御囲地に県庁が設置
されます。明治4年（1871）11月の廃藩置県により小菅県が廃止されたのちは東京府に
属します。翌年実施された大区小区制では、東京府第十一大区一小区に割り当てられま
した。同制度が廃止後の明治11年（1878）からは東京府南葛飾郡に属し、柳原・小谷野
と連合町村を結成していました。 
 明治22年(1889)の町村制施行により、 「小菅、上千葉、下千葉、柳原、小谷野、堀切」
が合併して南綾瀬村となると、旧小菅村域は南綾瀬村大字となります。（南綾瀬村は昭
和3年（1928）に町制施行） 
 昭和7年(1932)の東京府葛飾区の誕生で、旧小菅村域は「小菅町」になりました。 
 第二次世界大戦後の昭和３８年(1963)から実施された住居表示により、小菅町の範
囲は、「小菅一～三丁目、堀切四～五丁目」（小菅四丁目は、全域が旧上千葉町の一部）
に編成され、現在に至ります。 

 

村内の小字 
 

「東・西・中・前谷」  

(新編武蔵風土記稿、江戸時代後期) 

 

「一番耕地、二番耕地、前谷、南川」 

(皇国地誌稿本 東京府誌、明治時代初期) 
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江戸時代の小菅 
－伊奈家下屋敷と小菅御殿－ 

 江戸時代初期の寛永元年（1624）、治水工事や新田開発に功績のあった関東代官伊

奈忠治は、小菅にある綾瀬川沿いの10万坪ほどの御囲地（下屋敷）を家光から拝領しま

す。その後、伊奈家の下屋敷は将軍家の鷹狩の際に御膳所（休息所）として利用されまし

た。 

 将軍家の鷹狩は、5代将軍綱吉によって一度廃止されますが、8代将軍吉宗が享保元

年に復活させます。元文元年（1736）には伊奈氏の下屋敷内に御殿が造営され、「小菅

御殿」と称されます。 

 小菅御殿は、家光の頃と同様に葛西方面への鷹狩の際に御膳所として利用されたほ

か、病気がちであった次期（９代）将軍家重の養生所に当てられたりしました。 

 小菅御殿の利用の際には、陸路ではなく「小菅丸」と呼ばれた遊覧船を利用して、水戸

橋付近で上陸し、松原通りを通って御殿に入るのが通例であったと考えられています。 

 なお、小菅御殿は寛保２年（1742）に失火で焼失しますが、翌年再建されました。寛政

４年（1792）に伊奈氏が家事取締不行届により領地を没収されると、屋敷地は「小菅御

囲内」と言う幕府所有地となり、御殿も取り払われました。 

旧小菅御殿石灯籠 

種   別：区登録有形文化財 

登録年月日：平成元年（１９８９）3月20日 

所 在 地：東京拘置所正面入口付近 

総   高：210cm 

この石灯籠は、総高２１０ｃｍ、円柱の上方

に縦角形の火口と日月形をくり抜き、四

角形の笠を置き、宝珠を頂いています。

材質は御影石で、竿部分に中台の無い

特殊石灯籠です。 

 もともとは数行の刻銘があったと見ら

れますが、削られているため由緒は明確

でなく、また銘を削った理由も不詳です。 

 時代背景などから、この石灯籠は江戸

時代中期以前の造立と考えられます。 

 石灯籠は、現在、手水鉢および庭石数

個とともに東京拘置所正門左脇に移動

し、保存されています。 



『新編武蔵風土記稿』小菅村条付図「小菅御殿古圖」 
『平成かつしか風土記～地域の継承と文化財～』より転載 



幕末の小菅 － 小菅籾蔵 － 

かつしかの文化財第80号1面（平成28年3月1日発行）より転載 



幕末の小菅  
－ 小菅銭座 － 

種   別：区指定有形文化財 
指定年月日：昭和58年2月21日 
所 在 地：西小菅1-25-1  （西小菅小学校） 

小菅銭座跡 

一文銭（鉄銭） 
小菅銭座製 

かつしかの文化財第89号3面（平成30年6月1日発行）より転載 



近代の小菅 －小菅県設置と施策－ 

かつしかの文化財第91号1面（平成30年12月1日発行）より転載 
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小菅県仮学校 参考資料 

「小菅県仮学校 聴聞規則」  
『増補 葛飾区史 中巻』（昭和60年）より転載 

山号：常照山  
院号：阿弥陀院 
寺号：正覚寺 
宗 派：真言宗豊山派 
所在地：葛飾区小菅1-3-6 
沿 革：詳細な創立年代は不明で
すが、開山の法印定心が文禄元年
（1592）に没していることから、室町
時代末頃の創建と推察されます。本
尊は阿弥陀如来立像で、もとは青戸
にある宝持院の末寺でした。 
 明治2年（1869）に小菅県が設置
されますが、同年7月に当寺を借りて、
小菅県仮学校が設置されました。 

正覚寺 

小菅正覚寺念仏結衆地蔵像 

種   別：区登録有形民俗文化財 

登録年月日：平成１３年（2001）3月15日 

所 在 地：葛飾区小菅1-3-6 正覚寺 

法量：高さ120㎝  幅46㎝  厚さ21㎝ 

 小菅正覚寺念仏結衆地蔵像は、念仏結衆を願う

兵左衛門と、その同行衆によって建立されたものです。 

 光背の向かって右には「寛文元天（1661）辛丑霜

月廿八日六親菩提施主敬白」、左には「念佛結衆本

願兵左衛門同行廿一人」と刻まれ、供養を行う集団

を「念仏結衆」と記しています。 



日本の近代化と小菅 －小菅煉瓦工場－ 

かつしかの文化財第52号１面（平成21年3月1日発行）転載 
※加筆修正、画像差替えあり 

小菅煉瓦工場製のレンガと刻印（２種類） 



日本の近代化と小菅－綾瀬作業所－ 

かつしかの文化財第９１号２面（平成３０年１２月１日発行）より転載 



＜主要参考文献一覧＞ 

 

・葛飾区『増補 葛飾区史』昭和60年 

・葛飾区教育委員会『葛飾区寺院調査報告 下』昭和55年 

・葛飾区郷土と天文の博物館『小菅籾蔵関係文書』平成4年 

・葛飾区『新修 葛飾区史』昭和24年 

・葛飾区教育委員会『葛飾の文化財』平成8年 

・葛飾区郷土と天文の博物館『かつしかの地名と歴史』平成15年 

・葛飾区郷土と天文の博物館『かつしかの文化財散策地図』平成23年 

・葛飾区郷土と天文の博物館 

 『特別展 平成かつしか風土記 ～地域の継承と文化財～』平成28年 

・第66回文化財めぐり「まちかど散歩-旧水戸街道(1)小菅地域-」(平成21年6月)配布レジュメ 

・一般社団法人日本地図センター ホームページ(http://www.jmc.or.jp/) 

・東京都建設局ホームページ（綾瀬川水戸橋架替工事特集ページ） 

 （http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/jimusho/chisui/topics/mitobashi_m/index.html） 

  
 小菅殿と呼ばれる大蛇にまつわる当地域の昔話です。近世に記録された『新編武蔵
風土記稿』（小菅村）には次のような記載が見られます。 
 

塚上に槐〔※１〕の古木あり、古へ此木の窟に大蛇せしを小菅殿と称せし、
今も其の名を追って小菅殿と唱ふ。      
※１…槐（えんじゅ マメ科の落葉高木） 
 
 小菅に伝承される昔話によれば、次のように伝えられています。 
 小菅の塚の槐の木の下に大きな蛇穴があり、いつの頃からかそこに一匹の大蛇が住
みつくようになりました。最初は村人も怖がり気味悪がって近づきませんでしたが、水田
を荒らすネズミを退治したり、村を脅かす泥棒を捕まえたりして、次第に村人にも親しまれ
るようになっていきました。 
 綾瀬川に沿った小菅地域は大変水に恵まれた田園の美しいところでしたが、時折お
こる洪水などの水害の猛威は地域の風景を一変させます。ある時の洪水の折、田んぼ
は池となり、人家も水につかり、人命まで危うくするほどでした。逃げ惑う村人は高い所
へ非難し、いつしか小菅殿の住む槐の木の下に集まりました。刻々と濁水は迫ってきます。
村人は恐怖に脅えますが、水の勢いは一向に止まりません。むしろその流れは激しくな
るばかりです。「橋があれば、対岸に逃げられるのに…」と誰しも考えましたが、頼みの橋
もとっくに流されてしまっています。村人たちは為す術もなく、今まさに彼らの命は濁流に
飲み込まれようとしていました。 
 そのとき、小菅殿は自らの体を激しく流れる濁水の中へ横たえました。長い蛇の体を
村人の命をつなぐ橋としたのです。一人、また一人と村人は小菅殿の背中を渡っていき
ます。最後の一人が無事に対岸に渡り終えると、小菅殿は力尽きて濁流の中に体を沈め
ました。水がひき、平和な日々が戻った小菅の槐の木の下には村人を命をかけて救った
小菅殿の大きなウロコが一枚だけ残されていました。村人は、これを大事にお祀りして、
いつまでも小菅殿を偲ぶこととしました。 

第６６回文化財めぐり「まちかど散歩-旧水戸街道(1)小菅地域-」配布レジュメ を転載。 

小菅の昔話 ≪小菅殿(こすげどん) ≫ 
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